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●
花
き
栽
培
や
漁
業
が
盛
ん
な
島

　

八
丈
島
の
産
業
は
、
農
業
（
花
き
観
葉
植
物
栽
培
）
と
沿
岸
漁
業
を

基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
商
工
で
は
焼
酎
や
く
さ
や
加
工
、
伝
統
的
工

芸
品
の
本
場
黄き

八は
ち

丈じ
ょ
う織

な
ど
の
ほ
か
、
各
種
の
観
光
関
連
サ
ー
ビ

ス
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
、
昭
和
二
五
年
の
一
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
一
貫
し
て
減
少

し
て
お
り
、
平
成
二
七
年
に
は
八
〇
〇
〇
人
を
切
り
ま
し
た
。
年
齢

区
分
は
年
少
人
口
、
生
産
人
口
と
も
割
合
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

老
年
人
口
は
増
え
て
お
り
、
高
齢
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。

●
園
芸
科
を
は
じ
め
三
学
科
を
有
す
る
伝
統
校

　

都
立
八
丈
高
等
学
校
は
、昭
和
二
三
年
に
創
立
し
た
東
京
の
島
し
ょ

（
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
）
に
お
け
る
伝
統
校
で
あ
り
、
普
通
科
（
全

日
制
・
定
時
制
）、
園
芸
科
、
家
政
科
の
三
学
科
を
有
し
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
、
地
域
か
ら
期
待
、
信
頼
さ
れ
、
八
丈
島
に
唯
一
の
高
等

学
校
と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
な
が
ら
も
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
環
境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

都
立
園
芸
高
等
学
校
八
丈
分
校
を
前
身
と
し
、
広
大
な
敷
地
に
温

室
や
実
習
棟
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
充
実
し
た
環
境
の
下
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
園
芸
科
で
は
「
地
域
・
社

会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

　

家
政
科
で
は
、
食
物
・
被
服
・
保
育
・
福
祉
・
情
報
・
住
居
・
消

費
生
活
な
ど
幅
広
い
科
目
か
ら
選
択
し
、
専
門
性
を
深
め
る
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

5km

八丈島

御蔵島・三宅島へ

伊豆諸島

八丈島：東京の南方海上287kmに位
置する、面積69.48km2のひょうたん
型の島。気候は、黒潮暖流の影響を受
けた海洋性気候を呈し、年平均気温
18.1度、年間降水量3,200ミリと高温
多湿で雨が多いのが特徴。

島
を
支
え
る
人
材
を
育
む
離
島
留
学

東
京
都
八
丈
町
教
育
委
員
会  

課
長　

福
田 

高
峰

②
八は

ち

丈じ
ょ
う

島じ
ま（

東
京
都
八
丈
町
）
─
八
丈
高
等
学
校

◦実施予定◦
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普
通
科
で
は
、
大
学
・
専
門
学
校
進
学
、
就
職
ま
で
志
望
す
る
進

路
選
択
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
習
熟
度
別
・
少
人
数
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
文
化
（
ダ
イ
ビ
ン
グ
資
格
取
得
）
や
郷
土

芸
能
（
八
丈
太
鼓
）、
郷
土
文
化
（
黄
八
丈
織
）
実
習
な
ど
島
な
ら
で
は

の
特
色
の
あ
る
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
七
年
度
に
東
京
都
教
育
委
員
会
よ
り
理
数
研
究
校
に
指
定

さ
れ
、
理
数
系
の

生
徒
の
裾
野
を
広

げ
る
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

加
え
て
今
年
度
か

ら
は
「
海
洋
教
育

パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク

ー
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
海
を
題
材
と
し

た
学
習
全
般
に
対
し

必
要
な
資
金
を
提
供

す
る
制
度
）
の
指

定
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
に
密

着
し
た
海
洋
教
育

に
、
世
界
的
な
漂

着
物
調
査
ネ
ッ
ト

八丈高校では、海洋教育や園芸など地域に密着した取り組みが行われている。

ワ
ー
ク
へ
の
参
加
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
加
え
た
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

毎
年
三
月
末
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
「
フ
リ
ー
ジ
ア
ま
つ
り
」

が
島
を
あ
げ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て

「
フ
リ
ー
ジ
ア
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
（
花
絵
の
制
作
）」
が
あ
り
、
八
丈

高
校
の
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ジ
ア
の
花
を
一

つ
一
つ
摘
み
取
り
、
美
術
部
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
花
の
絵
に
敷
き
詰
め
、

役
場
の
多
目
的
ホ
ー
ル
「
お
じ
ゃ
れ
」
な
ど
で
展
示
し
、
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
祭
や
文
化
祭
は
、
地
域
の
方
々
が
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
離
島
留
学
の
活
用

　

上
述
の
よ
う
に
八
丈
高
校
は
、
島
に
密
着
し
た
高
校
で
す
が
、
生

徒
数
は
毎
年
定
員
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が

顔
見
知
り
で
、
生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
競
争
意
識
が
生
ま
れ
に

く
い
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
都
に
お
け
る
本
土
か
ら
島
し
ょ
の
高
校
へ
の
進
学
は
、

一
家
転
住
な
ど
が
原
則
で
あ
り
、
本
土
の
生
徒
が
自
由
に
島
し
ょ
の

高
校
を
希
望
し
、
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
島
し
ょ
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
新
し

い
仲
間
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
さ
ら
に
成
長
で
き
る
環
境
を
、
ま
た
、

本
土
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
る
高
校
生
活

の
中
で
成
長
で
き
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
、
都
教
育
委
員
会
、
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支
え
る
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
地
方
創
生
戦
略

（
八
丈
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）
の
施
策
と
し
て
離
島
留

学
を
盛
り
込
み
、
平
成
二
九
年
度
の
入
学
生
か
ら
新
た
に
受
け
入
れ

る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
卒
業
生
が
島
に
帰
っ
て
来
る
仕
組
み
づ
く
り
を

　

今
後
は
、
留
学
生
を
増
や
す
た
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
確
保

な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
留
学
対

象
者
は
都
内
在
住
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
裾
野
を
全
国
に
広
げ

る
こ
と
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
募
集
人
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　

特
に
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
策
と
し
て
、
園
芸
科
の

生
徒
を
増
や
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

卒
業
後
は
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
生
徒
も
多
く
、
町
で
は
こ
れ
ま

で
貸
付
型
（
無
利
子
）
の
奨
学
金
の
み
で
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、

一
定
期
間
島
で
就
業
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
給
付
型
の
奨
学
金
制

度
（
Ｕ
タ
ー
ン
型
）
も
開
始
し
て
い
ま
す
。
離

島
留
学
生
も
こ
の
制
度
の
対
象
で
す
。

　

最
後
に
、
山
下
奉と
も

也な
り

町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
ま
す
。

「
亜
熱
帯
の
大
自
然
や
歴
史
と
文
化
が
あ
ふ

れ
、
人
情
味
豊
か
な
八
丈
島
で
、
自
分
さ
が

し
の
高
校
生
活
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！
」�

■

福田高峰 （ふくだ たかね）

昭和40年八丈町生まれ。
同63年9月八丈町入職。
平成20年4月町立八丈病
院事務長。同23年4月よ
り現職。

島
し
ょ
の
各
町
村
お
よ

び
各
高
校
が
連
携
し
、

離
島
留
学
の
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
八
年
の
夏
に

は
、
都
内
の
中
学
生
を

対
象
に
し
た
「
島
し
ょ

体
験
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
」
を
実
施
し
、
三
世

帯
八
名
が
来
島
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
八
丈

高
校
の
学
校
紹
介
や
施

設
見
学
、
海
水
浴
、
光

る
き
の
こ
鑑
賞
や
島
内

観
光
な
ど
を
体
験
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
島
や
八
丈
高
校

に
好
印
象
を
持
っ
た
方
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

離
島
留
学
は
、
島
外
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
島
の

高
校
教
育
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
学
習
や
伝
統
・
文
化
に
触
れ
る
機
会

の
提
供
な
ど
、
島
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
島
の
魅
力
を
多
く
の
島
外
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
狙
い
の

一
つ
で
す
。
町
で
は
、
島
の
振
興
と
活
性
化
を
図
り
、
将
来
の
島
を 昨夏に実施した「島しょ体験ショートステイ」の様子。




